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1. 会陰部に発生した悪性神経鞘腫の 1例 
0布村正夫，花輪孝雄(千大)
左大陰唇下部，睦壁と直腸壁の聞に発生した悪性神経
鞘腫で，腫癌は鶏卵大，硬く，害IJ面は黄白色，組織像で
は，紡錘型の細胞が密に増殖し線維成分に乏しく，柵状配
列が見られた。鍍銀染色にて好銀線維が細く， しなやか
に細胞束と平行に走っていた。手術は ModifiedMiles 
Operationで睦壁も一部切除， その後再発を見ていな
い。悪性神経鞘腫の頻度，性別，発症年令，治療，予後
について文献的考察を加え報告した。 
2. 後腹膜に発生したリンパ管嚢撞の 1例 
0木下仁一，漆原徹(千大)
最近当教室で成人女子の後腹膜リンパ管嚢腫を l例経
験したので報告する。患者は33才の主婦で腹部腫癒を主
訴として来院した。入院時一般検査に異常はなく， X線
検査で胃，左尿管に圧排像があり，超音波検査で嚢腫様
病変とされ，腸間膜嚢腫の術前診断で手術を施行。腫癌
は多房性嚢胞で後腹膜腔に存在した。病理組織検査でリ
ンパ管嚢腫の診断。術後リンパ管造影を施行したが異常
なく経過良好にて退院した。 
3. 乳ピ、痩を伴なった後腹膜リンパ管腫の 1例 
0松本明石，菊地紀夫(千大)
まれな病態で、ある乳ピ痩が， リンパ管腫の不完全な摘
除後に起こり，低脂肪食，中心静脈栄養，手術などによ
る治療を試みたが止まらず，現在なお治療を続けている
症例について報告した。 
4. 腸重積症状を呈したメッケル憩室内副膝の 1例 
0小池正造，大原啓介(千大)
最近当教室で腸重積症状を呈した成人男子のメッケル
憩室内副醇の 1例を経験したので報告する。患者は40才
の男性で右季肋部痛を主訴として来院した。 X線検査で
結腸憩室の診断のもとに開腹手術施行。回腸部にメッケ
ノレ憩室が確認され，病理組織検査で異所性謄組織の迷入
が認められた。 
5. 老人ヘルニアの統計的観察 
0織田良雄，青木靖雄(千大)
千葉大学第一外科学教室における昭和43年から52年に
至る10年間の年齢65才以上の腹壁ヘルニア患者(44症例)
について対象群(年齢40才から55才までの52症例)と比
較検討し， ヘルニア発生部位， 頻度， 男女差， 初発年
齢，術前併発症，候頓率，術後合併症及び再発率の関連
を明らかにした。 
6. Desmoidの4症例 
0高橋修，橋場永尚(千大)
当教室では最近5年聞に 4 {ftlの Desmoid を経験し
た。全例が下腹部に存在，症状は腫癌の触知のみであ
り，腹腔内腫療との鑑別， Aspiration biopsy施行後，
全例に摘除術が施行された。組織像では五broblast由
来の細胞の増殖と筋の萎縮が見られ，悪性所見はなかっ
た。根治性は肉眼的に確認されたのみであったが，現在
まで再発は見られず，予後良好だった。以上， 自験例を
文献と比較し報告した。 
7. 門脈閉塞による門充症の 1例 
0正岡博，小浜知美(千大)
門脈圧充進症の多くは肝硬変に続発するが食道静脈
癌，牌機能充進をきたした先天異常と思われる肝前性門
脈閉塞に起因する門脈圧充進症の l例を経験し，摘牌術
ならびに牌静脈断端と副腎静脈の聞にシャント術を施行
した。術後エック症候群をみず，牌機能充進と静脈癌の
改善をみたので，若干の文献的考案を加えて報告した。 
8. 冠動脈痩の 1治験例 
0石毛則男，安野憲一(千大)
冠動脈痩は，冠動脈が心内陸あるいはそれに接する大
血管と交通する稀な疾患であり，右冠動脈系から右室へ
